
○ 感染症を予防する方法について「見える図」を用いて分類，整理していくことは，感染症を予防

　本授業では，以下の検証を行うものである。

するために大切なことを理解できるようにする手立てとして有効であったか。 

１ 単  元   病気の予防 

２ 指導計画（総時数８時間） 

過程 主 な 学 習 活 動 【評 価 規 準】 時間

一 

次 

１ 病気の種類や原因について，自分の経験を振り返りながら課題を見付ける。 
【思：かぜはいろいろな原因が重なり合って起こることに気付くことができる。】 
【知：病気が起こる原因には，大きく四つあり，それらが関わり合って起こることが分かる。】 

１ 

二 

次 

２ 感染症について知り，予防の仕方を考える。 
【思：感染症を予防するために自分が気を付けていきたいことを考えることができる。】
【知：病原体がもとになって起こる病気の感染経路や予防方法が分かる。】 

１ 
（本時）

三 

 

 

次 

３・４ 生活習慣が関係して起こる病気を理解し，予防の仕方を考える。 
【思：生活習慣が，からだにどんな影響を与えているか，調べたり，考えたりすることができる。】
【知：生活習慣病の予防には，食事，運動，休養・睡眠が関係していることが分かる。】
【知：むし歯や歯周病を予防するには，口の中を清潔に保とうとする生活習慣を身につ

ける必要があることが分かる。】 

２ 

四 

 

 

次 

５・６・７ 喫煙・飲酒・薬物乱用が健康に及ぼす影響を理解し，勧められたときの断
り方を話し合う。 

【知：たばこの害を理解し，たばこを勧められたときの断り方が分かる。】 
【知：飲酒の害を理解し，飲酒を勧められたときの断り方が分かる。】 
【知：薬物の乱用の害を理解し，薬物を勧められたときの断り方が分かる。】 

３ 

五 

次 

８ 地域の保健活動 
【思：地域の保健活動を知り，自分の生活に生かそうとする。】 １ 

 ３ 本   時（２／８） 

(1)  目  標 

　　感染症の予防には，病原体が体に入るのを防ぐことや，病原体に対する抵抗力を高めることが

必要なことを理解できるようにする。 

(2) 評価規準 

が必要なことを理解することができる。

○　感染症の予防には，病原体が体に入るのを防ぐことや，病原体に対する抵抗力を高めること

【健康・安全についての知識・理解】

○　感染症を予防していくために自分が取り組んでいきたいことを考えることができる。 

【健康・安全についての思考・判断】

 

(3) 指導に当たって 

つかむ・見通す過程では，前時の学習を想起させ，病気の起こり方を確認し，その中の病原体

に着目できるようにする。また，養護教諭の立場からインフルエンザを例に挙げ，資料を示しな

がら病原体が原因となって起こる病気を感染症ということを知らせ，めあてを焦点化できるよう

にする。 

深める過程では，感染症の予防の仕方についてブレインストーミングの技法を用いて多くの考

えを出させる。そして，付箋紙を動かしながら「見える図」を用いて分類，整理をしていく。さ

らに分類ごとに名前を付けて予防の仕方を考えていく。また，グループごとに考えたことを全体

の場で発表することで，共有化を図り，書いたり発表したりすることで考えの再構築を促したい。

その際，養護教諭の専門性を生かして，担任と連携しながら課題を追及していくことで，知識・

理解をより深められるようにする。 

振り返る過程では，感染症の予防には，病原体がからだに入るのを防ぐことや，病原体に対す

る抵抗力を高めることが必要なことを理解することができるようにし，これからの生活で自分が

取り組んでいきたいことを自己決定できるようにする。 
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　理解が深まった子ども

には，賞賛し，健康に生

活しようとする意識を高

めることができるように

する。

　理解が深まらない子ど

もには，「見える図」を

再度提示して視覚的に捉

えられるようにする。

○

○

7

5

33

） 本時の展開 重点化するスキル ［ ］子どもの意識 ○指導の手立て ※評価

時期
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